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「
源
平
合
戦
」 

源
氏
の
勝
利
に
貢
献

と
う 

 

け
い 

 

じ
ん 

じ
ゃ

Ｊ
Ｒ
紀
伊
田
辺
駅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ

ど
に
鎮
座
す
る
鬪
雞
神
社
（
通
称
：
権

現
さ
ん
）
は
熊
野
古
道
の
中
辺
路
（
な

か
へ
ち
）
と
大
辺
路
（
お
お
へ
ち
）
に

分
岐
す
る
地
に
あ
り
、
歴
史
的
価
値
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年
10
月
に

世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」
に
追
加
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

鬪
雞
神
社
は
４
１
９
年
に
允
恭(

い

ん
ぎ
ょ
う
）
天
皇
が
熊
野
権
現
を
勧
請

し
、
「
田
辺
の
宮
」
と
し
て
創
建
さ
れ

奉
っ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
河
天
皇
時
代
（
１
０
７
３
年
～
１
０

８
７
年
）
に
は
熊
野
参
詣
の
心
願
成
就

祈
願
や
熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮
大
社
、

熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野
那
智
大
社
）
参

詣
に
替
え
た
と
の
伝
承
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
新
熊
野
権
現
と
称
し
奉
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

社
殿
の
配
置
は
熊
野
本
宮
大
社
が
川

の
増
水
で
流
失
す
る
以
前
と
同
じ
配
置

を
し
て
お
り
、
熊
野
信
仰
の
歴
史
を
伝

え
る
貴
重
な
神
社
で
す
。
鬪
雞
神
社
と

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
家

物
語
の
壇
ノ
浦
合
戦
の
鶏
合
わ
せ
の
故

事
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
武
蔵
坊
弁
慶

の
父
親
と
言
わ
れ
る
、
当
時
の
別
当
・

湛
増
（
た
ん
ぞ
う
）
が
率
い
て
い
た
、

↑ホーム
ページ

当
時
最
強
の
水
軍
、
熊
野
水
軍
を
源
氏

・
平
家
、
ど
ち
ら
に
味
方
を
す
る
か
決

め
る
の
に
神
社
本
殿
の
前
で
紅
白
７
羽

づ
つ
鬪
雞
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
白
い
鶏

（
源
氏
）
が
全
勝
し
た
こ
と
か
ら
、
源

氏
側
に
加
勢
し
、
勝
利
に
貢
献
し
た
こ

と
か
ら
、
鬪
雞
神
社
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

武
蔵
坊
弁
慶
は
田
辺
市
が
出
生
地
と

い
わ
れ
、
鬪
雞
神
社
の
社
務
所
内
に
は

「
弁
慶 

産
湯
の
釜
・
源
義
経 

献
上
の

横
笛
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
な
博
物
学
者
「
南
方

熊
楠
」
も
37
歳
よ
り
移
住
し
、
社
殿
裏

山
の
「
仮
庵
山
（
か
り
お
や
ま
）
」
を

「
平
地
で
は
見
ら
れ
な
い
密
林
」
と
調

査
研
究
し
て
い
ま
す
。

鬪
雞
神
社
の
例
大
祭
、
田
辺
祭
は
毎

年
７
月
24
日
・
25
日
に
行
わ
れ
る
紀
州

三
大
祭
り
の
一
つ
で
す
。
昼
間
は
旧
城

下
の
商
人
町
か
ら
八
基
の
笠
鉾
と
衣
笠

が
市
街
を
曳
き
ま
わ
し
、
夜
に
は
流
鏑

馬
も
古
式
に
の
っ
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
地
方
で
最
も
賑
わ
う
祭
り
で
す
。

古
の
神
社
と
祭
り
、
一
度
は
体
験
し
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

鬪雞神社 本殿・拝殿

《通
称 

権
現
さ
ん  

》
弁慶産湯の釜

弁慶・湛増の像
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５
月
１
日
か
ら
31
日
の
期
間
で
実
施
し
た
、
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
」
に
70
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月
と
い
え
ど
、
日

中
は
夏
日
に
近
い
気
温
の
日
も
あ
り
、
比
較
的
涼
し
い
朝
夕
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
方
が
大
半
の
よ
う
で
す
。
毎
年
、
こ
の
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
に
、
み
な
さ
ん
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
目

標
を
決
め
て
頑
張
っ
て
る
コ
メ
ン
ト
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
年
々
、

参
加
者
数
が
減
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
が
、
来
年
も
「
健
康
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
参
加
報
告
さ
れ
た
方
に
は
、
参
加
賞
を
お
送
り
し
ま
す
。

「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
ご
苦
労
さ
ま
！

【
感
想
・
意
見
等
】

記
録
用
紙
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
方
の
感
想
・
意
見
・
私
の
健
康
方

法
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

な
お
紙
面
の
都
合
上
一
部
編
集
、

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
順
不
同
）

≪ウォークラリー参加者数≫

◆
４
～
５
月
は
農
作
業
に
追
わ
れ
て

途
中
息
切
れ
し
ま
し
た
が
、
毎
日
記

録
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
し
た
。
１

万
歩
の
自
己
目
標
を
少
し
下
げ
て
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
続
け
ら
れ
る
よ

う
心
が
け
ま
す
。

那
賀

北
浦
邦
子

◆
退
職
後
、
健
康
の
た
め
に
「
一
日

１
万
歩
」
を
目
標
に
始
め
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
が
、
今
で
は
お
気
に
入

り
の
カ
メ
ラ
を
相
棒
に
、
公
園
や
河

川
敷
を
歩
い
て
い
ま
す
。
「
撮
る
た

め
に
歩
く
」
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
、

後
期
高
齢
者
の
私
で
も
、
毎
日
続
け

ら
れ
る
秘
訣
か
な
ぁ
～
と
思
っ
て
い

ま
す
。

和
歌
山
市

辻
本
増
雄

◆
歩
く
の
が
健
康
の
基
本
だ
と
再
考

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
、
一

週
間
を
定
期
的
に
歩
く
習
慣
を
身
に

つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
市

沼
田
正
幸

◆
朝
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
・
か
か
と
落
と
し
・
体
の
横
振

り
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
。
夜
は
、
椅
子
に

座
り
片
足
上
げ
・
太
も
も
の
ス
ト
レ

ッ
チ
・
骨
盤
底
筋
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
腹
筋
を
し
て
い
ま
す
。

串
本

平
澤
博
美

◆
鯉
の
泳
ぐ
姿
を
眺
め
な
が
ら
の
散

歩
は
、
心
も
身
体
も
癒
さ
れ
ま
す
。

太
も
も
を
あ
げ
る
よ
う
に
歩
く
の
が
、

私
の
健
康
法
で
す
。

有
田
郡
市

田
中
康
仁

◆
家
庭
菜
園
を
し
な
が
ら
、
ス
ー
パ

ー
へ
の
買
物
も
全
部
、
徒
歩
で
行
っ

て
い
ま
す
。

有
田
郡
市

池
田
洋
子

◆
太
極
拳
と
ジ
ム
で
体
力
づ
く
り
は

十
分
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
、
ま
た
近
所

を
散
歩
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

季
節
の
変
化
を
感
じ
て
、
気
持
ち
の

良
い
時
間
が
持
て
ま
し
た
。

和
歌
山
市

乾
伊
佐
子

◆
出
来
る
だ
け
食
後
20
分
以
内
に
歩

い
て
い
ま
す
。
食
事
は
野
菜
を
中
心

に
、
ベ
ジ
（
野
菜
）
フ
ァ
ー
ス
ト→

タ
ン
パ
ク
質→

炭
水
化
物
の
順
に
食

べ
て
、
ご
飯
は
一
食
１
８
０
ｇ
、
一

食
の
カ
ロ
リ
ー
は
５
０
０
～
６
０
０

㌍
で
す
。

海
南
・
海
草

阪
口
俊
文

◆
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た

が
、
毎
日
の
歩
数
を
記
入
す
る
の
が

楽
し
み
で
し
た
。

新
宮
・
東
牟
婁

桒
野

将

◆
「
一
日
１
万
歩
」
目
標
に
歩
き
ま

し
た
。
24
日
の
高
野
参
詣
登
山
４
万

歩
越
え
は
、
さ
す
が
に
疲
れ
ま
し
た
。

橋
本
・
伊
都

中
嶋

清

◆
４
月
か
ら
一
日
１
万
５
千
歩
と
、

週
３
日
の
休
肝
日
を
設
定
し
ま
し
た
。

歩
く
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
体
重
は

４
㎏
減
り
ま
し
た
が
、
休
肝
日
は
ダ

メ
な
週
も
あ
り
ま
し
た
。

御
坊
・
日
高

土
屋

実

◆
毎
週
火
曜
日
に
、
筋
ト
レ
・
体
操

教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

有
田
郡
市

白
樫
友
子

◆
夢
は
２
回
目
の
歩
き
遍
路
で
の
四

国
一
周
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
月

15
日
以
上
で
７
万
歩
」
を
目
標
に
、

体
力
維
持
に
励
ん
で
い
ま
す
。

田
辺
・
西
牟
婁

岡
本
邦
彦

◆
近
く
に
で
き
た
紀
宝
町
健
康
プ
ラ

ザ
の
屋
外
で
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
第

一
第
二
を
し
て
い
ま
す
。
雨
の
時
は

室
内
、
土
日
は
家
で
や
り
、
５
～
10

分
位
で
す
が
、
続
け
て
行
く
こ
と
が

健
康
に
つ
な
が
る
か
な
。

新
宮
・
東
牟
婁

梶
屋
喜
一

地区協名 参加者数

 橋本・伊都 １２

 那賀 ４
 和歌山市 ２１
 海南・海草 ４
 有田郡市 ８
 御坊・日高 １
 田辺・西牟婁 １１
 串本 ４
 新宮・東牟婁 ５

合計 ７０
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６月５日（金）ＮＴＴ西日本和歌山支店ビルで、『第３回地区協
代表者会議』を開催しました。
はじめに上田事務局長から、先の中央協第３回拡大支部協代表者

会議模様として、川辺委員長の挨拶や、十川ＮＴＴ労組中央執行委
員長挨拶の要旨等について報告がありました。
藤田会長からは、中央では次期参議院議員選挙で新たな組織内候

補擁立に向けた取り組みが進められている。また、県支部協におけ
る退職者の会の『財政状況』・会員の減少や高齢化等による『活動
の在り方』・『役員のなり手問題』など現状と課題について情報共
有が図られました。

 令和８年４月１日、道路交通法の一部を改正する
法律のうち、１６歳以上の自転車の運転者を交通反
則通告制度（いわゆる『青切符』）の対象とする規
定が施行されました。
  交通反則通告制度とは、運転者が一定の違反行為
をした場合、一定期間内に反則金を納めれば、刑事
裁判や家庭裁判所の審判を受けないで事件が終結さ
れる制度です。
  自転車は、道路交通法では軽車両に位置付けられ
ており、『車のなかま』です。
道路を通行するときは『車』として、交通ルールを
遵守するとともに、交通マナーを実践するなど安全
運転を心掛けましょう。
車の運転者・歩行者も自転車のルールを知って、

お互いを思いやり、安全を心掛けましょう。

令和８年４月１日から

また、今回の制度に乗じた詐欺が発生しています。
  警察官が反則金を現場で受け取ることは絶対にありません。
不安を感じたら警察相談専用電話『#９１１０』・消費者ホット
ライン『１８８』に、相談しましょう。巧妙な詐欺に私たちは、
『だまされないように』注意しましょう！！

和歌山県支部協議会

第３回地区協代表者会議を開催

道路交通法一部改正

自転車の
違反に反則金！

16歳以上の人が
 取締りの対象！！

写真等は和歌山
県警察のパンフ
レットから引用

退職者の会 和歌山県支部協議会
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お元気ですかコール発信中！

<問い合わせ先>
◆電通共済生協
コールセンタ 0120-211-114

◆退職者の会
和歌山県支部協議会 073-421-9491

 （平日10時～16時）

◆加入申込書の返送要否
変更ない場合は返送不要。

◆送付資料
電通共済生協
①火災共済（すまいる）
②自然災害共済（おまかせ）
③交通災害共済（しぐなる）
④生命共済（ささえ愛）の案内
①～④の該当者

お元気ですかコールは、以下の固定電話番号から発信します。
 ０７３（４２１）９４XX ０７３（４２１）９５XX

６月22日（月）～７月３日（金）の期間に、「お元気
ですかコール」と称して、県支部協の役員が会員の皆さ
まに、近況をお尋ねするお電話をかけさせていただいて
います。その際、６月中旬に会員の自宅に郵送されてい

る、電通共済生協「２０２６年契約更新のご案内」の 
加入状況確認も行います。
契約変更等不明なことが

あれば、県支部協事務局まで
お問い合わせ願います。

2026年7月31日㈮

◆契約変更返送締切日

●自然災害に対する保障を充実

火災共済＋自然災害共済

開封して、契約内容
を確認しましたか？

●病気やケガの備えに
医療・傷害<マイセ－フティ>

●重度障害への備え

生命共済の全解約は慎重に
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 ちょっと

温泉へいこらよ！ 

地元地区協会員お薦め

有田川の上流、高野山の麓に位置する清水地域にある

『しみず水温泉』は、昨年7月にリニューアルしました。
泉質は炭酸ナトリウム泉の弱アルカリ性、地下400ｍ

の深さから湧き出す天然温泉は、お肌をなめらかにする
「美人の湯」、神経痛・筋肉痛・冷え性・疲労回復など
の幅広い効能があると、紹介されています。

また、ミストサウナと会わせて、源泉をそのまま利用
した冷泉と温泉を交互に入り、血行促進や自律神経の調
整に効果を発揮する温冷交互浴も楽しめます。

レストラン・宿泊施設も併設されており、私が訪れた
時間がたまたま昼時でもあったので、『レストランあさ
ぎり』にてメニューの和定食のひとつ「あんかけだし巻
き定食」を、つれあいは「てんぷらザルそば」を食し、
上品な味付けでおいしくいただきました。

近くには、以前も紹介した
全国棚田百選にも選ばれてい
る「あらぎ島」もあり、自然
に囲まれて一日ゆっくり過ご
せます。

有田郡市地区協議会
事務局長 田中康仁

所在地  ：和歌山県有田郡有田川町清水 
1225-1  0737-25-1126

入浴時間：11:00～19:00（土日祝は21：00）
入浴料金：大人1,000円
休 館：毎週木曜日（7・8月は無休）
交 通：和歌山市方面からは阪和道有田IC、

白浜方面からは有田南ICを出て、
国道480号線を約50分。

近隣見処：あらぎ島

『紀州黒潮温泉』は、和歌山市のマリーナシティに在
り、和歌の浦を眼前に眺める絶景の天然温泉です。施設
内には、ねころびサウナ（岩盤浴／別料金）・大浴場・
露天風呂・高濃度炭酸泉・サウナがあり、露天風呂では
心地よい和歌浦湾の潮風を受けて開放感を味わえ、高濃
度炭酸泉は疲労回復、美肌効果も期待できます。

入浴後はレストランでのど越しの良い「紀州めん」等
を楽しめます。ポルトヨーロッパで遊んで、黒潮市場で
買い物をして温泉で癒されるのはいかがですか。

なお、和歌山市在住で70歳以上の方は、【元気70パ
ス】のバスカードと入浴券が有ればお安く利用出来ます。

和歌山市地区協議会
副会長 三田英弥

所在地 ：和歌山県和歌山市毛見1525
：073-448-1126

入浴時間：11:00～23:00（受付22:00）
入浴料金：大人平日1,100円 土日祝 1,200円
休 館：不定休（年2回ﾒﾝﾃﾅﾝｽ休業）
交 通：自動車では阪和自動車道海南ICか

ら国道42号線を通り約5㎞
ＪＲ和歌山駅と、ＪＲ海南駅から
定期バス運行

食 事：館内にレストラン（12時～22時）
近隣見処：ポルトヨーロッパ、黒潮市場

※枠囲み写真は、黒潮温泉HPから引用

※枠囲み写真は、しみず温泉HPから引用
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親睦日帰りバス旅行
（橋本・伊都地区協議会）

帰りに泉佐野漁港青空市場に立ち寄り、夕方の店じ
まいで特に安い新鮮なお魚を買う事ができました。

帰りのバス内ではビールで喉を潤し、ビンゴゲーム
を楽しみながら帰路に着きました。 久しぶりに、楽
しい充実した一日を過ごすことができました。

橋本・伊都地区協議会
事務局長 大谷春男

今回の親睦バス旅行は、4月27日（日）に27名が
参加し、関西国際空港の見学・大衆演劇の観劇・泉佐
野漁港青空市場での新鮮魚の買い物でした。

出発の頃は小雨でしたが、途中から5月の爽やかな
風を受けながら、最初の目的地・関西国際空港では、
スケールの大きな施設に驚き、淡路島、明石大橋も見
ることができました。

有田郡市地区協議会
事務局長 田中康仁

5月12日に有田地区協議会の退職者の会員、総勢
22名で日帰りバスツアーに行ってきました。

当日は天候にも恵まれ、有田から大阪市内の『なん
ばグランド花月』に向け出発。行きのバス車内では畑
中副会長の司会進行で和やかなムードのなか、嶋本会
長の挨拶も無事終了、ビール等を飲みながら久しぶり
の顔合わせで、会話も弾みあっという間に目的地に着
きました。なんばグランド花月の会場に入り、まず弁
当を食べ、その後、始まると出演者はテレビで見かけ
る有名人ばかりで、ウイットにとんだしゃべり方、客
席を相手に笑いをとるプロの話術に感嘆し、大いに笑
い、その後吉本新喜劇の芝居を楽しみました。こちら
もテレビで見かけるお馴染みの展開でしたが、生で観
て大笑い、終了後に吉本劇場で各々お土産を購入。大
阪市内を後に、帰りの道中では阪南市尾崎町の大阪府
内でも歴史のある酒蔵「浪花酒造」に立ち寄り、造り
たての日本酒を試飲し、ここでも各自お土産を購入し
ました。帰りのバス車中では恒例のビンゴでもりあが
り、会員同士で懇談、楽しく笑った一日でした。

次は、大衆劇場がんこ座で、藤間劇団の観劇でした。
豪華な衣装・メイク・照明・音楽に彩られた華やか

な舞踏ショーと、番場の忠太郎の人情芝居を2～3m
の距離で楽しむ臨場感たっぷりの3時間でした。

演劇中に、「おひねり（ご祝儀）を渡して応援する
文化」も見ることができました。演者の熱演を間近に
見られる迫力は、大衆演劇ならではの魅力だと思いま
した。がんこ座の代表、井口さんは和歌山の出身で、
ＮＴＴＯＢ、電電近畿でも活躍されました。

（有田郡市地区協議会）

なんばグランド花月へ日帰りバスツアー 
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劇団つばさ×紅劇団を観劇
（那賀地区協議会）

那賀地区協議会
会長 岡 則夫

３月４日（水）那賀地区協議会メンバー16名が、りん
くうタウン近くの26号線沿い、１階が居酒屋「旬彩」・
２階が大衆演劇「がんこ座」で昼食会の後、「劇団つば
さ×紅劇団のまたたび人情劇場版を観劇し、劇中では特
別出演として『とぼけた村人Ａに「がんこ太郎」（井口
光史さん）』が出演し、会場を盛り上げて頂きました。
全国を回っている旅芸人とあって、笑いあり涙ありの

１万円札が飛びかう演目に、参加者一同感動の楽しい時
間を過ごしました。

青い海に囲まれたマリーナ黒潮市場「ゴン
ドワナ」にて、4月17日（金）19名が参加
し春の食事会を開催しました。

マグロの解体ショーを見物後、バイキング
料理を楽しみ、会場は笑い声に包まれました。
食事後は、朝ドラのロケ地としても知られる
ポルトヨーロッパへ移動し、記念写真を撮影
して散会となりました。

思い出に残るひとときとなりました。

海南・海草地区協議会
副会長 保田鈴子

海南・海草 “健康・交流・楽しさ”を

「カラオケ交流会」発足！

歌を通じて健康づくりと、会員相互の交流を目
的としたサークル「カラオケ交流会」の第1回を
開催しました。今回は2組の方がご家族を伴って
参加、総勢15名、和気あいあいとした雰囲気の
中でスタートしました。懐かしい歌謡曲や思い出
の曲などが披露され、参加者同士の交流も自然と
深まり、笑顔あふれる楽しいひと時となりました。

「カラオケ交流会」は、毎月第4水曜日
13:30～16:00 フェスタ海南で開催

皆さん、お気軽にご参加下さい。待ってます！

.

海南・海草地区協議会
事務局長 岡本 猛

地区協議会
春 no 食 事 会 の開 催
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第21回ＮＴＴ退職者の会グラウンドゴルフ大会は58名
が参加し、晴天の下、5月26日(火)に和歌山市の和歌山
東市民球場にて開催されました。団体戦・個人戦の入賞
者は左のとおりです。和歌山市地区協の皆さん、大会準
備等早朝からありがとうございました。

◆グル連ＧＧ大会は中止
NTT労組和歌山県グループ連絡会

主催の第17回グラウンドゴルフ大
会は、4月30日(木)に予定していま
したが、天候不順のため中止とな
りました。

第21回県支部協グラウンドゴルフ大会開催！
（ＮＴＴ労組退職者の会・県支部協議会主催）

◆団体（団体対抗）
順位 団体名 地区協名 スコア Ｈ.Ｏ計

優　勝 きらくＢ 和歌山市 508 6
準優勝 那賀アイキュー 那賀 522 5
３　位 きらくＡ 和歌山市 530 3
ＢＢ賞 有田会 有田郡市 561 3

◆個人（男性の部）
順位 氏名 地区協名 スコア Ｈ.Ｏ計

優　勝 川本　時弘 和歌山市 77 2
準優勝 楠浴　孝幸 和歌山市 77 1
３　位 髙田　正俊 和歌山市 78 3
ＢＢ賞 畑中　美嗣 有田郡市 101 1

◆個人（女性の部）

順位 氏名 地区協名 スコア Ｈ.Ｏ計
優　勝 松本　多喜子 御坊・日高 79 2
準優勝 加藤　晴美 那賀 80 2
３　位 滝本　節子 和歌山市 84 1
ＢＢ賞 稲田　明子 御坊・日高 113 0

第21回県支部協グラウンドゴルフ大会成績表

2026年5月26日

会員の皆さまからの、「ご当地お薦め
の土産物、趣味のＤＩＹ、私の趣味特技、
ペット自慢、家庭菜園やガーデニングの
紹介、わたしの〇〇！等」の記事を募集
していますので、気軽にご投稿してくだ
さい。(薄謝あり)

原稿は500文字以内、写真２枚まで添
付して、地区協役員または、県支部協へ
送付してください。

記事募集

１９８９年３月３１日、全電通の組織再編に伴い
「紀伊会館」で、和歌山東分会の臨時大会開催時に
いただいたテレホンカードです。
カードを見ると、春闘・ピケ・ストライキ闘争など
若き日の記憶が蘇ります。
テレホンカードは今も心に残る大切な宝物です。

心に残る 思い出の「テレホンカード」

和歌山県支部協議会
事務局次長 大﨑慶樹

わたしの

宝物！

＜県支部協送付先＞
  〒640-8146 

和歌山市一番丁5
  NTT退職者の会

和歌山県支部協議会
「つれもていこら編集担当」

  ◇退職者の会メール
  wakantai@amail.plala.or.jp

mailto:wakantai@amail.plala.or.jp
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（和歌山市地区協議会）
和歌山県内でも、警察官や金融機関職員を語る「特

殊詐欺」や「SNS型投資・ロマンス詐欺」の被害が、
新聞紙上等で連日報道されており、昨年の県内の被害
は約190件、11〜20億円規模の多額の詐欺被害が報
告されています。そのため、和歌山市地区協では和歌
山県警察に依頼し、会員が詐欺被害にあわないための
セミナーを開催しました。

テレビ和歌山の取材もあり、３０名の参加者は熱心
に受講し、また被害にあわないための対策の一つとし
て、スマホや固定電話に国際電話がかからない手続き
を行い終了しました。

和歌山市地区協議会
事務局長 香西英生

◉開催日 ：202６年5月14日（木）
◉場所 ：トークサロン和歌山
◉参加人数：30名
◉テーマ ：『特殊詐欺等の被害にあわな

いために！』特殊詐欺等被害
防止出前講座

◉講師 ：和歌山県警察本部生活安全課
特殊詐欺被害防止ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

セミナー開催

第10回健康講座だより
（海南・海草地区協議会）

６月１０日（水）海南ノビノスにて、１７名の参加
者のもと、１０回目の記念に元健康管理所保健師の乾
伊佐子様を講師としてお迎えし、「これからの人生を
生きるための心構え」を内容としたご講話をいただき
ました。

講師と受講者との意見交換も交えながら、和やかな
雰囲気の中で、有意義な時間となりました。

◉開催日 ：2026年６月10日（水）
◉場所 ：海南ノビノス
◉参加人数：１7名
◉テーマ ：笑う門には福きたる

泣いて笑えば免疫力が
どんどん高まる！

◉講師 ：退職者の会和歌山県支部協
事務局次長 乾伊佐子様

    (元NTT健康管理所保健師)

◆笑いの効用
１．免疫力を高める
２．血行を促進する
３．ストレスを解消する
４．コミュニケーションを

円滑にする
５．ひらめきを良くし、

集中力・記憶力が
高くなる

［講座内容の要約］

受講者
平均78.5歳

心の底から笑えるのが
理想ですが、つられて
笑ったり作り笑いでニ
コニコするのも、自律
神経が整いリラックス
できます。
泣くこともストレス解
消になります、
感動して流す涙は特に
効果があります。

◆人生100年時代、高齢者のこれからの生き方は
・脳トレや運動により頭や体を適度に使い

若さを保つ
・腹が立てば、大きく息を吸い込みゆっくり

吐き、笑顔を忘れずに
・おかげさまの気持ちを大事にして、明るく

前向きに生活を送るように心がける 海南・海草地区協議会
事務局長 岡本 猛
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けやき大通り清掃
（情報労連・グループ連絡会

全国環境一斉行動）

2009年から始まった情報労連『全国環境一斉行動』には
毎年、全国で5,000人以上の組合員およびその家族が行動
に参加し、ボランティア活動が行われています。
5月23日（土）、和歌山市のメインストリート『けやき

大通り』を、NTT労組和歌山県グループ連絡会の皆様と道
路美化ボランティア活動を行いました。
当日の参加者25名（退職者の会5名）は、青空の下で汗

だくになりながら清掃活動を約１時間行いました。
私たちの手できれいなった道路に、達成感・やりがいを

感じ少し晴れやかな誇らしい気分になりました。
これからもボランティア活動に積極的に参加して、

『明日の地球のために』の想いを組合内外に発信して
いきたいと思います。
暑い中、参加された皆さんたいへんお疲れ様でした。

退職者の会 和歌山県支部協議会
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お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

米

寿
４
月芦

谷

靖
雄

（
那
賀
）

嶋

雅
男

（
和
歌
山
市
）

川
本

重
代

（
和
歌
山
市
）

原
田
キ
ヨ
子

（
和
歌
山
市
）

井
上
千
鶴
子

（
田
辺
西
牟
婁
）

５
月上

柏

長
子

（
海
南
海
草
）

玉
置

榮
子

（
有
田
郡
市
）

下
前

富
男

（
田
辺
西
牟
婁
）

６
月花

井

澄
代

（
和
歌
山
市
）

喜

寿
４
月中

川

訓

（
橋
本
伊
都
）

岡

新
二

（
和
歌
山
市
）

小
塩

栄
一

（
和
歌
山
市
）

八
川

朱
美

（
有
田
郡
市
）

花
光

久
夫

（
御
坊
日
高
）

山
下
眞
紀
子

（
田
辺
西
牟
婁
）

亀
井
ま
ち
子

（
新
宮
東
牟
婁
）

河
村
久
美
子

（
新
宮
東
牟
婁
）

５
月住

山

正
夫

（
和
歌
山
市
）

織
田
美
知
子

（
和
歌
山
市
）

岡
本

進

（
御
坊
日
高
）

小
瀬
喜
美
子

（
御
坊
日
高
）

清
嶺
地

雅

（
新
宮
東
牟
婁
）

谷

俊
一

（
有
田
郡
市
）

松
本
多
喜
子

（
御
坊
日
高
）

東

政
二

（
田
辺
西
牟
婁
）

新
谷

有
子

（
新
宮
東
牟
婁
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

久
保
キ
サ
子 

97
歳
（
和
歌
山
市
）

清
野
紀
代
子 

90
歳
（
串
本
）

薮
田

博

 

82
歳
（
和
歌
山
市
）

あ
り
が
と
う
基
金
（
敬
称
略
）

「
令
和
８
年
４
月
～
６
月
」

新
し
い
仲
間
で
す
。

石
橋

敏
子

（
橋
本
伊
都
）

磯
田

典
彦

（
和
歌
山
市
）

奥
村

昌
史

（
和
歌
山
市
）

談
儀

尚
久

（
和
歌
山
市
）

西
根
惠
美
子

（
和
歌
山
市
）

星
川

幸
広

（
和
歌
山
市
）

山
内
美
紀
子

（
和
歌
山
市
）

山
﨑

年
美

（
和
歌
山
市
）

乾

薫
夫

（
和
歌
山
市
）

蒔
田

浩

（
和
歌
山
市
）

山
下

晃
司

（
和
歌
山
市
）

佐
本

泰
久

（
和
歌
山
市
）

勝
山

克
彦

（
県
外
）

北
村

法
仁

（
県
外
）

追
田

清
子

（
海
南
海
草
）

岩
橋

宜
孝

（
海
南
海
草
）

  
池
田

肇

（
有
田
郡
市
）

中
嶋

祥
雄

（
有
田
郡
市
）

玉
井

和
美

（
御
坊
日
高
）

久
保

靖
司

（
田
辺
西
牟
婁
）

堺

真
紀

（
田
辺
西
牟
婁
）

中
山

富
文

（
田
辺
西
牟
婁
）

宮
畑

典
生

（
田
辺
西
牟
婁
）

村
上

正
志

（
田
辺
西
牟
婁
）

藤
田

晴
彦

（
田
辺
西
牟
婁
）

潮
﨑

潤
子

（
串
本
）

古

希
４
月大

上

正
起
（
和
歌
山
市
）

島
田
三
智
子
（
和
歌
山
市
）

土
屋

実

（
御
坊
日
高
）

相
馬

喜
好
（
田
辺
西
牟
婁
）

５
月高

野

正
樹
（
御
坊
日
高
）

峪

英
明

（
新
宮
東
牟
婁
）

６
月保

田

隆
臣
（
和
歌
山
市
）

江
原
利
恵
子
（
和
歌
山
市
）

寒
川

高
好
（
田
辺
西
牟
婁
）

中
瀬

亨

（
串
本
）

＜お祝い金＞

古希(７０歳） 喜寿(７７歳) 米寿(８８歳) 白寿(９９歳) 備考

中央協議会     5,000円     8,000円     5,000円 － ギフト券  ※1

県支部協議会 － －     5,000円 － お祝い金 ※2

ＮＴＴ － －  15,000円相当  15,000円相当 カタログギフト ※3

※1　退職者の会中央協議会から誕生月に簡易書留にて郵送
※2　退職者の会和歌山県支部協から誕生月に地区協会長が手渡し、または県支部協から現金書留にて郵送
※3　ＮＴＴビジネスアソシエ西日本が対応（勤続20年以上の方が対象）

＜弔慰金＞ ＜会員、会員配偶者が亡くなった場合は、速やかに県支部協まで連絡願います。＞

退職者の会

本人死亡 本人死亡 配偶者死亡

中央協議会      5,000円 － －

県支部協議会    10,000円 － －

ＮＴＴ －    30,000円    10,000円 　※5

※4　退職者の会和歌山県支部協（地区協）から香典、または振込。
※5　ＮＴＴビジネスアソシエ西日本が対応（勤続20年以上の方が対象）

ＮＴＴ
備考

　※4

山
際

貞
雄 

83
歳
（
田
辺
西
牟
婁
）

芝
村

勉

 

93
歳
（
海
南
海
草
）

岩
本

徹

 

74
歳
（
田
辺
西
牟
婁
）

潮
崎

満
雄 

78
歳
（
串
本
）

鳴
神

康
夫 

89
歳
（
和
歌
山
市
）

多
部

朝
子 

93
歳
（
和
歌
山
市
）

西
本

淳
二 

78
歳
（
御
坊
日
高
）

吉
川

主
一 

94
歳
（
那
賀
）

６
月片

山

富
晴

（
那
賀
）
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情
報
労
連
和
歌
山
県
協
議
会

『
第
七
四
回
フ
レ
ン
ド
杯
』
を
開
催

優
勝
は
『
福
田

隆
志 

』
さ
ん

情報労連の社会貢献・環境保護活動とし
て和歌山県協議会は、５月２３日に「けや
き大通り」の清掃活動を実施しました。

参加いただいた組合員の皆様、退職者の
会会員の皆様ありがとうございました。

今後も各種取り組みに対し、ご理解、ご
協力を宜しくお願いします！！

情
報
労
連
和
歌
山
県
協
議
会
主
催
の
「
第
七
四
回

フ
レ
ン
ド
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
、

五
月
二
二
日
、
有
田
川
町
の
「
有
田
リ
ソ
ル
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
組
合
員
と
退
職
者
の
会

会
員
あ
わ
せ
て
五
〇
名
が
参
加
し
、
爽
や
か
な
青
空

の
下
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
優
勝
は
『
福
田 

隆
志
』
さ
ん
、

準
優
勝
は
『
坂
本 
善
俊
』
さ
ん
、
第
3
位
は
『
北

浦 

久
史
』
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
『
福
田 

隆
志
』
さ

ん
が
獲
得
さ
れ
、
そ
の
見
事
な
プ
レ
ー
に
参
加
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
大
会
で
寄
せ
ら
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金

に
つ
い
て
は
、
「
情
報
労
連
近
畿
社
会
連
帯
基
金
」

や
「
愛
の
基
金
カ
ン
パ
」
へ
寄
付
し
、
社
会
貢
献
活

動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
組

合
員
・
退
職
者
の
会
会
員

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
「
第
七
五
回
フ

レ
ン
ド
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
は
紀
南

方
面
で
秋
頃
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

優
勝
し
た
『
福
田

隆
志
』

さ
ん

【情報労連・グループ連絡会】
全国環境一斉行動

けやき大通り清掃

和歌山県グループ連絡会
第17回グラウンドゴルフ大会

当日が大雨となる予報であったこ
とから、安全面等を考慮し、惜しく
も大会を中止いたしました。

参加を予定されていた組合員の皆
様ならびに退職者の会会員の皆様に
は、ご理解とご協力をいただき、誠
にありがとうございました。

今後も交流の機会を大切にしなが
らグループ連絡会活動の取り組みを
進めてまいりますので、次回大会へ
のご参加を心よりお待ちしておりま
す。

＜１２＞ NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年７月１日

http://www.ntt-union.or.jp/union/
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